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追跡調査・編集後記

　

皆
さ
ん
、
20
年
前
（
平
成
17
年
、

２
０
０
５
年
）
の
出
来
事
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。

１
．
衆
議
院
選
で
自
民
圧
勝
、
郵

政
民
営
化
法
成
立

１
．
愛
知
県
で
「
愛
・
地
球
博
」

が
開
催

１
．
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業

　

小
泉
劇
場
、
負
け
ず
嫌
い
の
ラ

イ
ブ
ド
ア
社
長 

堀
江
貴
文
さ
ん
の

想
定
内
（
外
）、
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン

Ｈ
Ｇ
さ
ん
の
「
フ
ォ
ー
ー
！
」
の

言
葉
も
流
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
先
人
た
ち
の

努
力
に
よ
っ
て
、
城
里
町
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
年
（
２
０
２
５
年
）

に
は
20
周
年
記
念
式
典
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
、
10

年
後
、
20
年
後
も
住
み
よ
い
町
を

つ
く
れ
る
よ
う
、
協
力
し
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

良
い
機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

飯　

村　
　
　

栄　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

加
藤
木　
　
　

直

副
委
員
長　

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

栄

綿　

引　

静　

男

金　

長　

秀　

範

高　

橋　

裕　

子

令
和
７
年
２
月
発
行
　
城
里
町
議
会
	

〒
311−4391	

T
E
L	029−288−3111（

内
線
302）

編
集
：
議
会
広
報
委
員
会
	

茨
城
県
東
茨
城
郡
城
里
町
石
塚
1428 −25	

F
A
X
	029−288−7290 編

集
後
記

編
集
後
記

どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をしました。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

統合を目指す

下水道事業について
（令和５年３月）

令和７年度中の完成を目指して工事
を行っている

国として広域化を推進している。城里町
が県内初となる上入野農業集落排水施設
の下水道への統合を目指している。

下水道事業について、広域化の動きはあ
るのか。

令和６年度から、上入野農業集落排水を
公共下水道に接続するための工事を開始
し、令和７年度中の完成を目指して工事
を行っている。工事完了後、公共下水道
への切り替えを行い、供用開始の予定と
なっている。

県の水道事業統合に協力したい

水道事業の方向性について
（令和４年９月）

基本協定の締結に参加し、具体的な
広域化を進める

県全体で水道事業を統合して効率化を図
ることにより、一般会計から水道会計への
持ち出しを減らすことができるので、県
からの提案に協力したい。町の浄水場が
老朽化していくこともあり、早期の統合
を考えている。

安全で強靭な水道を持続させることを目
的とした茨城県水道ビジョンについてど
のように考えているか。

城里町水道事業運営審議会を立ち上げて
広域化の議論を進め、広域化への参加を
推進する旨の中間答申（令和６年10月）を
踏まえ、町議会第４回定例会（令和６年12
月）で広域化への参加について報告した。
令和７年２月に予定されている県が進め
る「統合に関する基本協定」の締結に参加
し、具体的な広域化を進める。


